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　　　　　　高知県自滝鉱山言銅硫化鉄鉱床・

調査報告（第2報　白滝鉱山）

吉　田　善　亮菅
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　（1）　The　Shirataki工）epos卑ts，bedded　Cupr・

iferous　pyritic’ore　deposits，　are　l　found　in

chlorite　schists　of　the　so・called　Sambagaw＆

Series，accompanied　with　thin　q』uartz　schists

on　the　footwa11．、

　（2）　T｝1e－ore　is comp3ct　containing　Cu
3．5％and　S44％，whic五．is　usually　associated．

withthephyllitic　chlofite　schis㌻s，which　are

impregnated　with　pyrite，being　cont＆ined　in

copper　contentlle＄s　than　O。5％．　S¢metimes

且ssure一一丘11ing　bornite－4chalcopyrite一・quartz

Veins　are　found，mnn，ing　towards　N－S包nd．

E－W・near　the　foldingaxes．・

　（3）　The　ore　deposits　make　a』very　com・・

Plex　synclinorium　an（iしanticlinorium　struc－

ture　with　the　axes　towards　E一」W，con・
jugated　wit五small　foidings　of：N－S　ax“s，

dQme．and　basin　structure．

　（4）　Two　distinct　玉inear　sし輿ctures　are

seen　in　the　Country　rocks．The　ma玉n　Iinea，r

stru伽rerunstowards　E－W，andsubordinate、
one　towards　N－S．’The　former　has　a　con－

nection　with　the　form菰bn　of　main　folding，

and　the　latter，with　t1、e　for：m呂tion　of　sub－

or（1inate　folding，　i．e．，　the　N一一S　axis　f61d，

dome　and　basin－shaped　folding．

　（5）・Many．a“unit　b6dy”of　small　ore
shoot　is　found　on　the　sam6　horizon　in

echelon。　These　are　connected，ea．c！h　other

with　impregnated　 　chlorite－schists　with

pyrite，　and　their　orientatiop　is　concordant

wit五the　main　linear　struCture＆nd　main

folding　axis　towards　th6east，kaving　the

pitch3ngleof10？一200・rarely・500・

襲元鉱床部員　　翠鉱床部
地質調査所月報第2巻第3』号　昭和26年

小村幸二郎＊＊

1．緒　　言

照和23年10月及び翌24年11月の2回各々21
週間にわたり高蜘県白瀧鉱山鉱区内の鉱床地質調査を実

　　　　　　　　　　　ユ　ラし施し，その結果の一部は既に報告した。こ～に白瀧鉱床・

につV・て報告する。調査費用の一部は昭和24年度文部

省科学試験研究補助費による。

2．．位置及び交遙
鉱山事務駈は高知県土佐郡大川村字朝谷にある。鉱区

は高蜘県・一部は愛媛県下に跨り，東西約ユ5km，南北

約4kmにわたる山岳地帯を占め，交通極めて不便であ

る。鉱山に至るには次の順路に隊る。

土讃線大杉駅一吉野川に澹う県疸（バス34kn】3時・

間）一一大川村高野山道（小車輌を通ず，6km，徒渉2、

時阻〉一鉱山事務所

　　　　　3沿・　　革
往時各々独立稼行しえ白滝，朝谷，大北川，富郷，縦

ノ木，大川，下川等の諸鉱山を台併の上，大正元年宇宝

合名会社が統轄経営し，山元で製錬を行い，大正7年に

は山元一伊予三島町蘭の索道を完成した。大正8年久原

鉱業繊式会社が買収し，製錬を廃止し，原鉱のま、佐賀

製錬所に．邊鉱しえ。その後日本鈎業耕式会社の手に移り

今概に至る。

　　　　　4．地質概要
’
鉱 区内の地質は勝謂三潤ll系に属する（絹雲母）石墨・

片岩・点紋（絹雲母）石墨片岩・石墨千枚岩・緑泥片岩

鉱帯名

（1）白滝坑鉱帯

（2）大川上坑鉱帯

（3）大ハ1下坑鉱帯

（4）縦ノ木坑鉱帯

（5）下川坑鉱帯

鉱床名（西より東に）

白滝鉱床（富郷坑，，谷

坑，源坑，白滝坑）

大川上坑，久保坑

大川下坑，中川坑，谷
口坑，中ノ’谷坑

縦ノ木坑，後山坑，押

谷坑

樫山坑，檜坂坑，下，
川坑　・

鉱区東北方の白髪山坑鉱床の暦位的
関係は不詳。

騒間踵離

580m

350m

60～90m

380～500m

　1．370～
計1．520m
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第2図白瀧鑛由白瀧坑ん内図

点紋角閃片岩・緑簾藍閃緑泥陽起石片岩

・等の互暦よりなり，（緑泥，絹雲母）石

英片岩・紅簾石英片岩及び局部的に石灰

岩等の薄暦を介在するご北部には片理に

平行に蛇蚊岩岩床が貫入する（附図第4

参照，続報第3報）

　地暦は多少は擾乱するが，一般走向N

70。W～EW，傾斜N40％609の単斜構

彊を示す。見掛上下位即ち南郎には主に

千枚岩，石墨片岩，緑簾藍閃緑泥陽起石

片岩等が発達し，見掛上上位・即ち大川

下坑，縦ノ木坑，以北には主に点紋石墨

片岩・点紋角閃片岩等が分布する。一般

鵯に南部の地暦は比較的國曲が少いが，北

部は著しく擢曲に富み，大川下坑・水谷

坑・縦ノ木坑附近にS字型摺曲が，叉白

、滝坑附近に複雑な複摺曲構造が認められ

る。結晶片岩には一般に線構遭がみられ肇

特に、摺曲の著しい岩石に顯著に発達するo

線構邉の落」は一般に100東に．20。に

落し，摺曲軸と平行である。

　鉱区内の主要鉱床は12に達し，それ一

らは何れも所謂別子型鉱床に属する。、こ

れらの鉱床は北部即ち見掛上上位より逐

次南部，即ち下位に，東西約12km，南

北約3kmの区域内に5鉱帯をなし，夫

々略々伺一贋位に雁行状に存在する（附

　　　2）図第1省略。）この中現在白滝・下川の

西坑が稼行されてV・る外，本山谷坑，下

　　　3）川にて滑石淋採掘され，その他は休山中

である。

5白滝鉱床
白滝鉱床の開発規模は，東西落し延長

約嬰，000m南北幅員約550～600m，上

下高低差750m（富郷4号坑白滝15番

坑）二最大£自厚6mにii垂する大鉱床であ

る。現在源坑通洞地並・下1～下3番
灘’
坑，置白滝坑7，1Q，13，14，15番坑め各
な　ラ

坑で操掘し，他は殆んど探掘済みである。

（a）　鉱床の賦存歌態

鷺鉱床ば緑泥片岩，緑床千枚岩，脂肪感

の強V・緑泥片岩（所謂「油肌」）等の緑色

片岩中に片理に平行に（屡々筐かに斜交

することも毒る）存在する暦状含銅硫北
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＼

鉄鉱床で1鉱床に接Lて時に石英片岩類（所謂rイ・ブ）

がある鉱体は緻密鉱体，鉱染鉱体及び脈状分枝鉱体の3

種に蓋別される。緻密鉱体は普通厚さ数c皿～2m，最大　’

6mに蓬し，膨縮に富み2所により2，3枚に分枝する。

その聞に緑泥千枚岩，所謂r千枚ドー・キン」と称する鉱

染鉱体をはさむ。鉱染鉱体は通常厚さ30cm～1m・時に

4～8mに達し，常に緻密鉱体の上盤，所により下盤にも

’
伴
い一般に緻密鉱体の探鉱上指示暦をなす。　’

　緻密鉱体の下盤9緑泥片岩1ま・上盤りもPに比し概し・

て珪質で硬V・。，主に石英・曹長石よりなり，絹雲母・織

泥石。陽赤石・柘溜石・磁鉄鉱等を混える石英片岩は・

厚さ数cm～40c切あり・通常鉱床の下盤・時に上盤にも

伴い稀に中央に中山として存する。石墨片石類は下盤側

10～20mにあり，直i接鉱体にi接すること1まなV・がヲ時に

は1m内外に近接することがあり）叉稀にその薄暦が．

鉱体の上盤に接近することもある。

　（b）牽向・傾斜・禰曲

　鉱床の一般走向傾斜は，富郷坑に於ては走向N70。W

傾斜：N20。，谷坑に於ては走向N30。W，傾斜NE30。～

E30。を示しシ概して禰曲は少いがヲ源坑更に白滝坑と

東方下部に進むに從つて・擢曲は次第に顯著になり・特

に白滝坑下部に於ては，背調鞍部叉は翼部に更に複向斜

構邉が発蓬する等，極めて錯雑な複縄曲が形成され，所

により横臥構邉も見られる（附図第2，第3参照）こ

の摺曲軸は何れも東方に10。～30。傾斜し・時に水平叉は

東に50。程度急斜し，変化が著しい6叉源坑下1番坑中

段14採て採＝切羽名）下2番坑，白瀧坑10番坑中

段25．採附近り「ド戸ム」叉は盆状摺曲の外に13番坑

に：NS　l軸の小向斜構邉等が副成し，一暦複難な摺曲にな

る。附図第2に示す澹贋曲線を基にした摺曲度（各坑

道の浩履曲線の全長と，その両端を結ぶ直線踵離との比）

は，1．2～3．7，総平均2。3，その中白瀧坑7～13番坑の

平均2．8，富郷，源坑の平均は1．3である。

（c）線構造、
線構邉

　　　儀は通常母

岩に顯著

に見られ，

その方向

及び落し

　　　N角はその

附近の複

欄曲の方

」
？
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第3図白瀧坑東酉及南北断面図

◎
向
並
に落し角と一致すると共に，後述の如く鉱床の落し一

とも！致する9然し「ドーム」，盆状構造並にNS軸の小

［摺曲附近の岩石には，主要なEW方向の外，更にNSに

走る線構造が発蓬する。耶ちこの2方向の線構蓬の生成

は，NS方向よりの圧力により［EW方向の禰曲軸と線構

蓬が生じ・その後硬にこれと略順牽麹EW錦よ

吻の圧力によりNS方向の小摺曲軸と線構邉が副生し，こ

．の両圧力の結合の結果駈六にrドPム」盆状叉はNS軸の

小棚曲が生じたものと解釈される。．　　　　　　　／

　（d）断、ノ暦
　断暦はすべて糟曲及び餌床生成後に出来たもので・そ

の中鉱床を切断する比較的大きい瞬暦は次のものがある

　源坑一白瀧坑間の蝶番正断暦（走向N50。E・傾斜NW

　　　70。，最大落差60m），、

　谷坑の東端φ正断暦2條（走向N60。E，傾斜NW65

　　　～75Q）、落差40mp水平移動13m）野

伯瀧坑13～15番坑蝶番並断贋2條（走向N40。～50。Eダ

　　　傾斜N60。とS60。のもの，落差10～20m以上）・

　（e）軍位富鉱体

　白瀧鉱床は東西に延長する第1～第V鉱帯と呼称す

る・5富鉱帯が，南より北に平行に・60～90mの間隔を置

いて配列する。各鉱帯の各坑に於ける館床の厚さは下表
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富郷、坑

谷　坑

源　坑

白瀧坑

第亙

・1？

薄　v・

厚さ不詳

厚さ不詳

第II

厚さ不詳

最大6m

第皿

平均0，3卑

最大L2m

第IV

厚さ不詳

最大2．1m

平均0．3～0．4m

最大2〔n，平均0．3～0。45m

第V

厚さ不詳

薄　v・

・鉱染鉱体

鉱染鉱体

の如くであるが，各鉱帯は駈謂r締め」と呼称する鉱練

鉱体叉は採掘価値のない細かい塊状鉱体により連絡され

、るoこの内白瀧坑10～15番坑向にある第IL第III鐸淳

に属する富鉱体の大さは・それぞれ延長嫉約600m・幅

員（禰曲を展開）は約150～200mある。更にこの第III

鉱幣D富鉱体は数個の単位富鉱体が雁行状に3列に説列

し，而もその個々の落し1叉はその集・含体とし』ての落しは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽附近り母岩の線構迭及ぴ摺曲〕軸と一致する。ζ¢）単位富

鉱体の大さ嫉聾長約50～100m，幅員約20～30mの小規

模Dもので，含銅硫化鉄鉱体と銅分；D少い素硫化鉄鉱体

の2種がある。

　分枝脈鉱格：主紅斑銅鉱・黄銅鉱・．石

．英よりな餌少量の黄鉄鉱・閃亜錯鉱・

稀に自然鐸を伴一う・Cu20％～30％

　鉱量；省略。

　（f）　摺曲と富鉱部との関係

　一般に禰曲軸部が富鉱部をなすが，反対に翼部が冨鉱

部になり，軸部が貧鉱部のことがある6：叉急斜翼部が貧：

鉱で軸部に富鉱部が発達するに反ユ』・緩斜翼部に富鉱部

があ力，軸部は富鉱である等，一般に摺曲と富鉱部の位

置の関係は一完しなv・。時に禰曲軸z）落しが急である附

i近に．は富鉱体が発達しないことも、あ、る。

　　（9）　愚薩黙齢被鉱休

　rはね込み」と称する脈状分棟鉱体は一・般に擢曲鞍部附

近に於て，緻密鉱体より上方に襖i状に分枝し，主に斑銅

鉱：黄銅鉱石英などよりなり》屡々Cu20。～30％に蓬…する

厚さ数cm～1m走向延長及傾斜延長は5～10mである。

その走向はEW系とNS系の2系統があり艶多くは走向E

Wである。1後者の例として13番坑のものは，走向Nloo

W，傾斜E85。，厚ざ30cm～1m，走向延暴35m以上

傾斜延長30皿ある

　　　　　6．鉱石．品位．鉱量

　緻密鉱：主要鉱物一黄鉄鉱・黄銅鉱・砂量の閃亜鉛鉱・

．磁鉄鉱等3主要脈石一石英。平均晶位Cu3～3．5％，S

44％y精鉱中Ag14gr／t，Au痕跡，Pb痕跡。分枝した

塊状鉱は一一般に銅分に富み，Cu7～8％に．蓬iする。

　鉱染鉱：主に黄鉄鉱を伴V・，黄銅鉱は微量，晶位平均

　　　　　　　　　　　　　　　　／CuO．5％以下

　　　弘総　　、循・

　（1）・白瀧鉱床は勝謂三波川系緑泥片

岩中に略々整合に存在する隆状含銅硫化

鉄鉱床に属し，所により下盤に石英片岩類に伴う。

　（2）鉱体には主に黄鉄鉱・黄銅鉱よりなる緻密鉱体・

鉱染鉱体の外に，斑銅鉱・黄銅鉱6石英等よりなる脈状

鉱体の3種がある。

　（3）EW軸D複難な主要複擢曲構造と，その後に出

来た副次的Z）NS軸D摺曲並に「ド■ム」及盆状禰曲が

複合する。

　（4）母岩の主要な構邉（方向EW系）の外に，副次　．

的耀曲附近にはごれと関係して出来たNS系り2「方向の

線構造が認められる。

（5）脈状分枝鉱体はこの2方向の摺曲作用に関係し

て生じた岩石の割目に出来た脹状鉱体である。

（6）延長4，000m，幅員1，000m（展開）に達する

この大鉱床は，略々同一暦位上に・主要摺曲軸に平行に

而も雁行状に配列する多数の単位富鉱体が集含して出来

たものである。月個々の単位富鉱体は相互に貧鉱に，よつ

て連絡され，その落しは主要摺曲軸叉，は主線構造と一致

する。

（7）15番坑以下にも単位富鉱体の葉合群が存在する

ものと予想される。　　　　（昭和24年11月調査）
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